
人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち
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9 月１日は防災の日特  集

「その時」のために

今、備える



あ
る
日
突
然
身
に
降
り
か

か
る
「
災
害
」。
地
震
・
台
風
・

豪
雨
・
川
の
氾
濫
・
土
砂
崩

れ
・
落
雷
な
ど
挙
げ
れ
ば
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
は
、
な
ぜ
9
月
1

日
が
防
災
の
日
で
あ
る
か
ご

存
知
で
す
か
。
9
月
1
日
は

大
正
12
年
（
1
9
2
3
年
）

に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た

日
で
あ
る
と
と
も
に
、
台
風

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
34

年
（
1
9
5
9
年
）
9
月

26
日
の
「
伊
勢
湾
台
風
」
に

よ
っ
て
、
戦
後
最
大
の
被
害

を
被
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
地
震
や
風
水
害

な
ど
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
、
対
処
す
る
心
構
え
を
準

備
す
る
た
め
、
防
災
の
日
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
9
月
1

日
の
防
災
の
日
を
含
む
１
週

間
（
8
月
30
日
～
9
月
5
日
）

を
「
防
災
週
間
」
と
定
め
、

各
関
係
機
関
が
緊
密
な
協
力

関
係
の
も
と
に
、
防
災
意
識

普
及
の
た
め
の
行
事
や
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
防
災
」
と
は

ど
ん
な
言
葉
の
意
味
を
持
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
広
辞

苑
に
は
、「
災
害
」
を
防
止

す
る
こ
と
と
簡
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
災
害
対
策
基
本
法

で
は
、「
災
害
を
未
然
に
防

止
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を

防
ぎ
、
お
よ
び
災
害
の
復
旧

を
図
る
こ
と
を
い
う
」
と
定

義
し
て
い
ま
す
。

近
年
想
定
さ
れ
て
い
る
最

大
規
模
の
地
震
と
な
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
。
や
が
て

来
る
「
そ
の
時
」
の
た
め
、

防
災
の
日
を
き
っ
か
け
に
非

常
用
持
ち
出
し
袋
の
点
検
や

家
族
と
の
連
絡
方
法
や
待
ち

合
わ
せ
場
所
、
避
難
所
や
避

難
経
路
な
ど
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

9 月１日は防災の日特  集

「その時」のために

今、備える
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写真：平成 28 年（2016 年）4 月、熊本県・大分県を中心に発生した熊本地震。
一部地域では震度 7 を観測し、死者は 200 人（関連死を含む）を超えました。
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南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震

南
海
ト
ラ
フ
（
静
岡
県
の
駿
河
湾
～
宮
崎
県
沖
の

日
向
灘
）
と
い
う
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
こ
ん
で
い
る

場
所
で
起
き
る
地
震
で
す
。
歴
史
的
に
巨
大
地
震
が

繰
り
返
し
起
き
て
い
て
、
今
後
発
生
す
る
と
、
最
悪

の
場
合
、
関
東
か
ら
九
州
に
か
け
て
の
30
都
道
府
県

で
約
32
万
3
千
人
が
死
亡
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

8
～
9
級
を
想
定
し
て
お
り
、
今
後
30
年
以
内
の
発

生
確
率
は
70
～
80
％
、
40
年
以
内
は
90
％
程
度
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
に
お
け
る
想
定
さ
れ
て
い
る
予
測
震

度
は
、
6
弱
～
6
強
。
地
震
発
生
直
後
の
停
電
率

は
1
0
0
％
、
固
定
電
話
の
不
通
率
も
1
0
0
％
、

携
帯
電
話
は
非
常
に
つ
な
が
り
に
く
く
、
い
ず
れ
も

復
旧
に
は
数
日
を
要
す
る
想
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
域
で
水
道
が
使
え
な
く
な

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
模
の
大
地

震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
た
め
の
日
頃
か
ら
の
心
構
え

と
備
え
は
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
最
悪
の
事
態

を
想
像
し
た
上
で
、
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

有田川町での建物・人的被害などの想定

▶使い方、ご存知ですか？「黄色い旗」

避難するときの注意点

震　　度：6弱～ 6強
建物被害：全壊 890棟、半壊 3,200棟
人的被害：死亡 38人、重傷者 55人、軽傷者 490人
避難者数：1日後 1,200人、1週間後 4,000人

・正確な情報を得る
・むやみに動かない
・ガラスなどでけがをする危険が
あるので、はだしで歩かない

・通電火災を防ぐため、ブレーカー
を落とす
・ガスの元栓を閉める

・夜間の避難時は転倒や側溝への転落が起こ
りやすいため、懐中電灯を使い、広い道を
通る

・落下物から身を守る
・切れた電線を触らない
・救助活動を行う場合は複数人で行う
・緊急車両の妨げになるので、車は使わない

　災害が発生した時、町民の皆さまに
は避難をお願いすることがあります。
有田川町では、災害が発生した際、無
事を周囲に伝えるため、「黄色い旗」
を使用しています。
災害発生後、避難所などに避難する

または自宅にとどまるといった際に、
家族の無事が確認できた場合は、玄関

先に黄色い旗を立ててください。「黄
色い旗」はその家族の無事を周囲の方
に知らせるために立てるものです。旗
の立っていない世帯には声を掛けて避
難を促しましょう。転入などで「黄色
い旗」をお持ちでない場合は、やすら
ぎ福祉課（金屋庁舎）へお問い合わせ
ください。
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「避難行動要支援者」登録対象者
①65歳以上の一人暮らし高齢者
②65歳以上の高齢者のみの世帯の人
③介護保険法に基づく要介護認定において要介護３以
上の判定を受けている人

④身体障害者のうち障害者手帳を有する者で、障害の
程度が１級又は２級の人

⑤知的障害者のうち療育手帳を有する者で、障害の程
度がＡ判定の人

⑥精神障害者のうち精神障害者保健福祉手帳１級の交
付を受けている人

⑦特定疾患医療受給者証を受けている難病患者、小児
慢性特定疾患医療受給児

※上記に該当する人で、かつ下記項目に該当する人が
対象になります。

・在宅の人であって、災害時に自力避難が困難な人
・自身の避難支援に係る個人情報を自治会などへ提供す
ることに同意した人

登録申請の方法
　やすらぎ福祉課（金屋庁舎）、もしくは自治会、民生
委員・児童委員、自主防災組織代表者へご連絡ください。
　その後、町の調査員が自宅を訪問し、申請書の作成
をお手伝いし、登録を行います。

「避難行動要支援者」の登録
　近年の大規模災害における犠牲者の多くは、高齢者や障害者などの「要配慮者」です。有田川町では、そのよう
な人の情報を事前に登録し自治会、自主防災組織、民生委員・児童委員などと共有して、災害対策に役立てています。
　災害時、地域内での避難支援活動を円滑に行うためには、自治会などを中心とした近隣の助け合いが大切です。
日頃から要配慮者の所在把握や、避難支援の体制づくりに取り組むことが、地域の防災・減災につながります。

地域の絆で要配慮者を守ろう
「個別避難支援計画（個別計画）」の作成
　避難行動要支援者名簿に登録されている要配慮者の
うち、家族以外の第３者の支援がなければ自力避難が
困難とされる在宅者を個別計画対象者とし、個別計画
を作成します。
　個別計画とは、個別計画対象者に避難情報などを伝
えたり、避難所までの支援を誰がするのかを事前に定
め、避難支援を迅速に行うためのものです。

●個別計画作成方法
　個別計画対象者と自治会、

民生委員・児童委員、自主

防災組織などが相談しなが

ら個別計画を作成します。

ご理解ください
　この制度は、あくまで地域住民が共に助け合う「共助」
のもとに行われます。
　災害時には避難支援者も被災することが考えられま
す。必ず支援が受けられるとは限らず、支援者が責任
を負うものではありません。

「きいちゃんの災害避難ゲーム」とは、災害時の迅速
な避難行動や日頃からの備えの重要性、円滑な避難所運
営のために必要となる協力体制などについて、楽しみな
がら実践的に学ぶことができる和歌山県オリジナルの防
災学習ツールです。
自主防災組織の訓練や団体などの防災研修に活用でき

るように、町においても 10セット用意していますので、
積極的にご利用ください。利用をご希望の方は総務課（吉
備庁舎）までお問い合わせください。

きいちゃんの災害避難ゲーム
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①
建
物
の
耐
震
化

地
震
の
被
害
に
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
の
1
つ
に
「
家
屋
の
倒
壊
」

が
あ
り
ま
す
。
平
成
7
年
（
1
9
9
5

年
）
阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
は
、
亡

く
な
っ
た
方
の
約
8
割
が
建
物
倒
壊
に
よ

る
圧
迫
死
で
あ
り
、
建
物
が
倒
壊
し
や
す

い
か
ど
う
か
が
、
被
害
の
大
小
を
大
き
く

左
右
し
ま
す
。
現
在
の
耐
震
基
準
を
満
た

さ
な
い
昭
和
56
年
（
1
9
8
1
年
）
以

前
に
建
設
さ
れ
た
建
物
は
、
強
い
揺
れ
に

よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て

お
り
、
住
宅
の
耐
震
化
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

有
田
川
町
で
は
、
対
象
と
な
る
住
宅
で

の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
、耐
震
ベ
ッ
ド
、

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
に
対
し
、
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
補
助
対
象
や
要

件
な
ど
の
詳
細
は
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
家
具
の
固
定
・
配
置
の
見
直
し

固
定
さ
れ
て
い
な
い
家
具
は
、
人
を
襲

う
凶
器
と
な
り
ま
す
。
地
震
に
よ
る
負
傷

者
の
約
3
割
～
5
割
が
、
家
具
の
倒
壊
・

落
下
・
移
動
が
原
因
で
す
。
家
具
を
凶
器

に
さ
せ
な
い
た
め
に
、
生
活
空
間
、
特
に

居
間
や
寝
室
に
家
具
類
を
多
く
置
か
な
い

こ
と
や
、
ド
ア
や
避
難
経
路
を
ふ
さ
が
な

い
よ
う
な
家
具
の
固
定
と
配
置
の
見
直
し

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
有
田
川
町
で
は
、

家
具
転
倒
に
よ
る
被
害
の
防
止
と
軽
減
を

図
る
た
め
に
、
家
具
固
定
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
総
務
課（
吉
備
庁
舎
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
の
　
　  

つ
の
備
え

～ 

地
震
の
揺
れ
に
よ
る
被
害
に
備
え
る 

～

家具が転倒・移動することで
出口がふさがれてしまいます。

③
食
料
・
飲
料
品
の
備
蓄

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、電
気
・

ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
使

え
な
く
な
っ
た
り
、
道
路
が
が
れ
き
で
ふ

さ
が
れ
た
り
、
物
流
が
機
能
し
な
く
な
っ

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
過
去
の
例

に
よ
れ
ば
、
災
害
発
生
か
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
ま
で
1
週
間
以
上
か
か
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、
災
害
支
援

物
資
が
届
か
な
い
こ
と
や
、
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
で
食
品
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
最
低
で

も
3
日
分
、
で
き
れ
ば
1
週
間
分
程
度
の

家
族
全
員
分
の
食
品
を
備
蓄
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
防
災
の
た
め
に
特
別
な

も
の
を
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、
普
段
の

生
活
の
中
で
利
用
し
て
い
る
食
品
を
備
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
日
常

生
活
と
か
け
離
れ
た
事
態
が
起
こ
っ
た
と

し
て
も
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
、
温
か

く
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
あ

れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
き
ま
す
。

食
品
の
備
蓄
は
簡
単
に
、
誰
で
も
無
理
な

く
始
め
ら
れ
ま
す
。
普
段
食
べ
て
い
る
缶

詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
を
少
し
多
め
に

買
い
置
き
し
、
賞
味
期
限
の
古
い
も
の
か

ら
消
費
し
、
食
べ
た
ら
そ
の
分
を
補
充
し

て
い
く
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」
が

お
す
す
め
で
す
。

※
備
蓄
の
3
つ
の
コ
ツ

①
普
段
食
べ
て
い
る
食
品
を
多
め
に

買
っ
て
備
え
る

②
普
段
の
食
事
で
食
べ
る

③
食
べ
た
ら
買
い
足
し
て
補
充
す
る

●
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法

食品や
消耗品を

多めに買う

「少なくなってきたな」と
思ったら買い出しへ

日常生活で
消費する

少し多めの状態をキープ

移動

転倒 7
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④
非
常
用
持
ち
出
し
バ
ッ
ク
の
準
備

自
宅
が
被
災
し
た
と
き
は
、
安
全
な
場

所
に
避
難
し
、
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
非
常
時
に
持
ち
出
す
べ
き
も

の
を
あ
ら
か
じ
め
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に

詰
め
て
お
き
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
」
で
備
蓄
品
の

必
要
数
を
計
算
し
よ
う

「
和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
」
で
は
、
災
害

発
生
時
に
的
確
な
避
難
を
促
進
す
る
た
め

の
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
搭
載
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
災
害
に
備
え
た
備
蓄

品
の
計
算
機
能
が
追
加
さ
れ
た
の
で
、
一

度
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
確
認
方
法
】

・
人
数
構
成
と
備
蓄
日
数
を
入
力
す
る

と
、
必
要
な
備
蓄
品
目
と
数
量
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

⑤
ご
家
族
同
士
の
安
否
確
認
方
法

別
々
の
場
所
に
い
る
と
き
に
災
害
が
発

生
し
た
場
合
で
も
、
お
互
い
の
安
否
を
確

認
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
安
否
確
認
の

方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を
事
前
に
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災
害
時
に
は
、

携
帯
電
話
の
回
線
は
つ
な
が
り
に
く
く
な

り
、連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。

●
N
T
T
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
1
7
1
）

局
番
な
し
の
「
1
7
1
」
に
電
話
を
か

け
る
と
伝
言
を
録
音
で
き
、
自
分
の
電
話

番
号
を
知
っ
て
い
る
家
族
な
ど
が
伝
言
を

再
生
で
き
ま
す
。
1
回
に
録
音
で
き
る
の

は
30
秒
以
内
で
、
1
電
話
番
号
あ
た
り
、

1
～
20
伝
言
ま
で
登
録
が
で
き
ま
す
。
必

要
な
情
報
の
み
を
簡
潔
に
ま
と
め
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
保
存
期
間
は
48
時
間
で
す
。

【
ダ
イ
ヤ
ル
の
操
作
手
順
】

①
「
1
7
1
」
を
ダ
イ
ヤ
ル

②
録
音
の
場
合
は
「
1
」
を
、
再
生
の
場

合
は
「
2
」
を
押
す

③
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、
連
絡
を
取
り

た
い
人
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル

④
伝
言
を
録
音
・
再
生
す
る
こ
と
が
可
能

●
災
害
用
伝
言
板
（
携
帯
電
話
）

携
帯
電
話
各
社
に
よ
る
文
字
を
使
っ
て

安
否
を
確
認
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
携
帯

メ
ニ
ュ
ー
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
登

録
画
面
に
ア
ク
セ
ス
し
て
使
用
し
ま
す
。

お
使
い
の
携
帯
電
話
会
社
に
よ
っ
て
利
用

の
た
め
の
表
示
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
災
害
発
生
に
備
え
て
、
利
用
方

法
を
事
前
に
覚
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
次
の
日
程
で
体
験
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

●
体
験
利
用
提
供
日

・
毎
月
1
日
、
15
日 

0
時
～
24
時

・
正
月
三
が
日
（
1
月
1
日
0
時
～
3
日 

24
時
）

・
防
災
週
間
（
8
月
30
日
9
時
～
9
月
5

日
17
時
）

・
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
（
1
月
15

日
9
時
～
21
日
17
時
）

配慮が必要な方の備蓄品

女性　高齢者乳幼児ペット

□生理用品
□紙ショーツ

【このほかにも…】
　職場でスカートやパンプス
を着用している方は、長ズボ
ンとスニーカー・靴下を職場
に備えておくなどの工夫を。

□おかゆなどの
　軟らかい食品
□入れ歯用洗浄液

【このほかにも…】
　補聴器を利用されている方
は補聴器用の電池の用意も忘
れずに。

□スティックタイプの
粉ミルク

□離乳食　□おもちゃ
□乳幼児用の菓子類
□お尻拭き　□おむつ
□抱っこひも

□ペット用食料・水
□ペット用トイレ
□ペットゲージ
□ペット用おもちゃ
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⑥
避
難
場
所
や
経
路
の
確
認

い
ざ
災
害
が
起
き
た
時
に
慌
て
ず
に
避

難
す
る
た
め
に
も
、
自
治
体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
国
土
交
通
省
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
入
手
し
、
避
難
場
所
や
避
難
経

路
を
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
避
難
場
所
と
避
難
所
の
違
い
】

●
避
難
場
所
／
い
っ
た
ん
逃
げ
る
場
所

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
緊
急
に
命

を
守
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
災
害
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
る
と
き
に
事
前
に
避
難
し
、

命
を
守
る
場
所
で
す
。
例
え
ば
、
地
震
が

発
生
し
、
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
緊

急
に
避
難
す
る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
や
、
土

砂
災
害
や
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
避

難
す
る
学
校
の
校
庭
な
ど
が
避
難
場
所
と

な
り
ま
す
。
町
が
指
定
す
る
指
定
緊
急
避

難
場
所
や
地
区
な
ど
が
決
め
た
一
時
避
難

場
所
が
あ
り
ま
す
。

●
避
難
所
／
避
難
生
活
が
で
き
る
場
所

被
災
後
に
自
宅
を
失
っ
た
人
、
自
宅
に

戻
れ
な
い
人
が
一
時
的
に
共
同
生
活
を
送

る
場
所
で
す
。
こ
の
た
め
、
避
難
所
は
災

害
発
生
後
に
開
設
さ
れ
、
建
物
の
屋
内
が

あ
て
ら
れ
ま
す
。
町
が
指
定
し
て
い
る
避

難
所
の
他
に
、
親
戚
や
知
人
宅
で
避
難
生

活
を
送
る
縁
故
避
難
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

⑦
も
し
も
の
と
き
の
情
報
収
集

●
待
つ
だ
け
で
は
情
報
は
得
ら
れ
な
い

全
国
で
発
生
し
た
過
去
の
大
災
害
で

は
、
行
政
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
何
度
も
緊
急

情
報
が
配
信
さ
れ
て
も
、
そ
の
情
報
が
届

か
ず
、多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

気
象
状
況
な
ど
で
屋
外
で
は
防
災
無
線

放
送
の
内
容
が
特
に
聞
き
取
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
付

け
て
い
な
い
と
緊
急
情
報
を
取
得
す
る
こ

と
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
携
帯
電
話
を
所
有
す
る
現

代
。
緊
急
の
情
報
を
適
切
に
住
民
の
皆
さ

ま
に
届
け
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
情
報
配
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
一
人
一
人
に
と
っ
て
最
も
適
し
た
手
段

で
、
積
極
的
に
情
報
の
取
得
を
お
願
い
し

ま
す
。

「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
、
今
回

も
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
で
は
大
切
な
命

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
緊
急
情
報

を
取
得
し
た
際
は
、
身
を
守
る
行
動
を
起

こ
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
や
家
族
の
命
を
一

番
に
守
れ
る
の
は
、
あ
な
た
で
す
。

▶スマートフォン向けアプリ

有田川町公式のスマートフォンアプリです。どなたでも利用でき、通信費を除く利用料は無料
です。防災行政無線の放送内容を文字で見て確認できるなど便利なツールとなりますので、ぜひ
ご活用ください。

有田川町防災アプリ「ありだがわ防災・行政ナビ」

iPhone
（iOS）

android

●利用方法
①ライフビジョンアプリをインストール。
②「地域を選択してログイン」をクリック。
③お住まいの地域の郵便番号を入力。
④情報を取得したい地域を選択。
　※有田川町全域を推奨します。
⑤受信希望の情報を選択し、利用規約に同意で登録が完了です。

●プッシュ型（自動通知）で受信可能な情報
・防災行政無線放送
・Jアラート情報（国からの緊急情報）
・避難指示などの避難情報

●確認できる情報
・各種ハザードマップ　　・各種防災情報
・河川水位監視情報　　　・行政、教育情報
・有田川町マップ　　　　・イベント情報
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防
災
行
政
無
線

戸
別
受
信
機
の

設
置
と
販
売

防
災
行
政
無
線
を
屋
外
で
聞
く
こ

と
が
で
き
な
い
世
帯
は
、
戸
別
受
信

機
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
無
償
貸
与

特
定
の
地
域
に
住
民
登
録
し
て
い

る
世
帯
に
、
無
料
で
戸
別
受
信
機
を

設
置
し
ま
す
。

・
対
象
地
域
／
長
谷
・
糸
川
・
修
理

川
地
区
の
一
部
、
宇
井
苔
・
立
石
・

生
石
地
区
の
全
域
、
清
水
地
域
全

域
●
有
償
譲
与

無
償
貸
与
対
象
外
の
地
域
で
戸

別
受
信
機
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
に
、

1
万
円
で
販
売
し
ま
す
。

※
設
置
費
用
・
ア
ン
テ
ナ
費
用
な
ど

は
本
人
負
担
で
す
。

緊
急
時
に
は
、
早
く
・
正
確
に
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

メ
ー
ル
で
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
事

前
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
の
う

ち
に
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

放
送
・
音
声

●
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送

●
広
報
車
に
よ
る
巡
回

メ
ー
ル

●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
／

有
田
川
町
内
に
在
町
の
皆
さ
ま
の
携
帯

電
話
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
事
前

登
録
は
不
要
で
す
。

※
一
部
端
末
で
は
受
信
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。

●
有
田
川
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。

・
登
録
／
「bousai.aridagaw

a-tow
n@

raiden2.ktaiw
ork.jp

」
に
空
メ
ー
ル

●
和
歌
山
県
防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ

ま
す
。

・
登
録
／
「regist@

bousai.pref.w
aka 

yam
a.lg.jp

」
に
空
メ
ー
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
緊
急
情
報
」

●
町
公
式
S
N
S

●
ヤ
フ
ー
（
天
気
・
災
害
）

●
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
キ
キ
ク
ル
」

電
話

●
防
災
行
政
無
線
自
動
応
答
案
内

（
０
１
２
０
‐
７
６
‐
２
７
０
０
）

／
直
前
に
放
送
し
た
内
容
を
音
声
で
確

認
で
き
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ご

自
宅
の
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら

電
話
す
る
と
放
送
内
容
が
聞
く
こ
と

が
可
能
で
す
。

そ
の
他

●
テ
レ
ビ
わ
か
や
ま
デ
ー
タ
放
送
／
テ

レ
ビ
わ
か
や
ま
放
送
の「
ｄ
ボ
タ
ン
」

か
ら
、防
災
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
停
電
情
報
／
関
西
電
力
送
配
電
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
関
西
停
電
情
報
ア
プ
リ

で
確
認
で
き
ま
す
。

緊
急
時
に

情
報
を
受
け
取
る
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令和 5 年度和歌山県交通指導員会連絡協議会会長表彰

岡本 和明さん（西ケ峯）

祝 100 歳 
おめでとうございます

中澤 喜美子さん（明王寺）

榎本 惠さん（出）

中井 八重さん（修理川）［　お名前のみのご紹介　］

7 月 4 日（火）、和歌山ビック愛にて令和 5 年度和歌
山県交通指導員会連絡協議会通常総会が開催されまし
た。

岡本さんは平成 22 年（2010 年）より有田川町交通指
導員に就任され、現在に至るまで交通安全の推進に努め
られました。その功績が認められ、和歌山県交通指導員
会連絡協議会会長から表彰を受けました。

第 12 回かなや納涼おしゃるきまつり
7 月 15 日（ 土 ）、 第 12 回

かなや納涼おしゃるきまつり
を行いました。新型コロナウ
イルス感染症の影響で 4 年ぶ
りの開催となりました。

約１万３千人の方が訪れ、
おおいににぎわいました。
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木澤 瑞己さん
（長田）

前川 歩輝さん
（下津野）

剣道で全国大会へ出場！
吉備剣道クラブが第 37 回和歌山県道場少年剣道

大会で小学生団体の部、中学生団体の部においてそ
れぞれ第 3 位となり、日本武道館で開催された第
57 回全国道場少年剣道大会に出場しました。7 月
27 日（木）に小学生の部、28 日（金）に中学生の
部が行われ、吉備剣道クラブは惜しくも小中学生の
部とともに 2 回戦敗退となりましたが、全国の強豪
を相手に互角に健闘しました。

吉備中学校 3 年前川歩輝さん（写真左から 2 番目）、
吉備中学校 2 年木澤瑞己さん（写真右から 2 番目）、吉
備中学校 2 年三木健太郎さん（写真右）が所属する紀州
由良リトルシニアが、第 17 回全日本中学野球選手権大
会ジャイアンツカップ和歌山・奈良代表決定戦で勝利し、
全国大会への出場権を獲得しました。全国 1615 チーム
による厳しい予選を勝ち上がった 32 チームが、中学硬
式野球日本一の座をかけて戦い、紀州由良リトルシニア
は見事ベスト８入りを果たしました。

退任区長への知事感謝状贈呈

竹上さんは平成18年（2006年）2月から令和5年（2023
年）2月までの17年間、楠本区長として長きにわたり自
治会活動を通じて、地域の発展に尽くされた功績がたた
えられ、和歌山県知事より感謝状が贈呈されました。

中学校硬式野球で全国大会へ出場！

竹上 昌宏さん（楠本）

（写真左から）＝星加有田振興局長、竹上昌宏さん、中山町長

三木 健太郎さん
（賢）
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有田川防災公園（仮）基本計画策定に関する
アンケートご協力のお願い

有田川町では、平常時は町民の方々に愛される憩いの場として、災害時は防災拠点とし
て活用できる防災公園の計画を考えています。公園計画策定にあたり、皆さまのご意見を
お聞かせいただきたく、アンケートを実施します。

問建設課（吉備庁舎）

・身近な公園の利用者である小中学生、保育園児の保護者の皆さま（学校および保育所で配布）
・近隣にお住まいの方の中から 40 歳以上の方で無作為に抽出した 500 世帯の方（各戸郵送）
※調査は無記名で行い、集計は統計的に処理を行いますので、個人が特定されることはありません。
　他の目的に使用されることはありませんので、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をよろしくお願いします。

有田川町徳田地区寺池跡地 他

●紙面での回答
吉備庁舎／金屋庁舎／清水行政局／
地域交流センター（ALEC）
金屋図書室（金屋文化保健センター内）

●スマートフォンでの回答
右の二次元コードを読み取り、
ご回答ください。

●町のホームページからの回答

令和5年（2023年） 9月1日（金）～30日（土）アンケート実施期間

アンケート配布対象者

公園予定場所

公園エリア分け図（案） ─  回答方法  ─
どなたでも回答可能です

※回答は 1人 1回かぎり
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

～シニアのよろず相談所～
有田川町地域包括支援センター出張相談会

世界アルツハイマー月間に合わせ、地域包括支援セン
ターの出張相談会を実施します。

相談以外に、機器を用いた健康チェックや脳トレ体験
なども予定しています。

介護や認知症、健康のことなどでちょっとした悩みや
不安など聞いてみたいことがあるけれど、「役場まで行
くほどでもないかな」、「相談場所が分らない」など悩ん
でおられた方はお気軽にお立ち寄りください。

また地域交流センター（ALEC）内にて、認知症をテー
マにした図書の特設コーナーも設置しています。（展示
期間は 9 月 8 日（金）～ 30 日（土））

9 月は世界アルツハイマー月間です

問長寿支援課（金屋庁舎）

●日程／ 9 月 21 日（木）、22 日（金）
●時間／ 13:30 ～ 16:30
●場所／地域交流センター（ALEC）研修室 2

●認知症は身近な病気です

認知症は特別なものではなく、誰もが
かかる可能性のある「脳の病気」です。
また、高齢者の介護が必要となる原因の
第 1 位にもなっています。早い段階から
認知症の症状や相談先を知っておくこと
が大切です。

●認知症を早期に発見するメリット

症状が軽い段階のうちに認知症であることに気付
くことで、今後の生活に備えて家族や本人が事前に
考える時間を持つことができ、本人も自分らしい生
き方を選択できるようになります。また、適切な治
療を受けることで認知症の進行を遅らせることがで
きる可能性があります。

●身近な相談窓口／地域包括支援センター ☎ 22-4502

地域包括支援センターは、認知症や介護のことなど高齢者の相談窓口です。まずは悩まず相談して
ください。他にも、認知症を早期発見・治療をすることを目的にしている町内の認知症外来や、気に
なる症状の原因診断を実施している認知症疾患医療センターがあります。

●近くの認知症疾患医療センター

医療機関 電話番号
有田市立病院 ☎ 82-0887

和歌山県立医科大学附属病院 ☎ 073-441-0776

ひだか病院 ☎ 0738-24-1802

●町内の認知症外来

医療機関 電話番号
和歌山県立こころの医療センター ☎ 52-3221

藤内メンタルクリニック ☎ 52-7771
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く
抱
え
る
と
、
寝
付
け
な
か
っ
た
り
、
夜

中
に
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
た
り
と
質
の
良

い
睡
眠
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
よ
う

・
深
呼
吸
（
腹
式
呼
吸
）
し
て
気
持
ち
を

落
ち
着
か
せ
よ
う
。

・
ス
ト
レ
ッ
チ
で
緊
張
を
ほ
ぐ
そ
う
。

・
た
く
さ
ん
笑
お
う
。

●
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
食
事
や
睡
眠
な
ど
日
常
生
活
の
リ
ズ
ム
を

な
る
べ
く
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
全
力
で
頑
張
り
す
ぎ
ず
、
適
度
に
休
み

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
趣
味
な
ど
好
き
な
活
動
に
こ
こ
ろ
を
向

け
ま
し
ょ
う
。

・
太
陽
の
光
を
浴
び
、
外
の
空
気
を
吸
っ

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
や
友
人
と
の
会
話
も
気
分
転
換
に

な
り
ま
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
よ
く
眠
っ
て
疲
れ
を
た
め
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
9
月
10
日
～
16
日
は
、
自
殺
予
防

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
「
自
殺

予
防
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
ス
ト
レ
ス

と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

ス
ト
レ
ス
っ
て
？

ス
ト
レ
ス
と
聞
く
と
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
は
生
き
て
い
く

た
め
に
は
必
要
な
も
の
で
す
。

・
良
い
ス
ト
レ
ス
と
は
／
快
い
適
度
の
刺

激
や
目
標
・
夢
で
あ
り
、
意
欲
や
向
上

心
を
か
き
た
て
ら
れ
、
イ
キ
イ
キ
と
し

た
張
り
の
あ
る
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
悪
い
ス
ト
レ
ス
と
は
／
親
し
い
人
と
の

別
れ
や
失
業
、
過
労
、
闘
病
と
い
っ
た

強
い
感
情
は
、
過
激
な
刺
激
や
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
な
り
、
意
欲
を
停
滞
さ
せ
、

や
が
て
健
康
を
損
な
う
事
が
あ
り
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
お
う

ス
ト
レ
ス
に
心
身
が
振
り
回
さ
れ
な
い

た
め
に
も
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
状
態
を
知

る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
ス
ト
レ
ス
を
多

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

こ
こ
ろ
の
健
康
を
テ
ー
マ
に
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
時
／
9
月
6
日
（
水
）・
令
和
6
年

（
2
0
2
4
年
）
3
月
6
日
（
水
）

　

9
時
～
11
時

・
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー 

1
階

 

相
談
窓
口

も
し
、
あ
な
た
が
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
て
い
た
ら
、
そ
の
悩
み
を
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ど
ん
な
人
の
ど
ん
な
悩
み
に
も
寄
り

添
っ
て
、
一
緒
に
解
決
で
き
る
方
法
を
探

し
ま
す
。

☎
0
1
2
0
‐

2
７
9
‐
3
3
8

●
あ
な
た
の
い
ば
し
ょ

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、誰
で
も
無
料
・

匿
名
で
利
用
で
き
る
チ
ャ
ッ
ト
相
談
窓
口

で
す
。

2023防災講座
～もしもに備えていますか？～

●日時／ 9 月 14 日（木）10:00 ～ 11:00
●場所／子育て支援センター
●定員／ 10 組程度
●講師／有田川町総務課職員
●参加費／無料
●申し込み／ 9 月 1 日（金）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（9月1日・8日・15日・22日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

24時間365日 24時間365日

ス
ト
レ
ス
と
の
付
き
合
い
方
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

10 月 6 日（金）	 申込期限：9 月 6 日（水）
8:00 ～ 9:00	 清水保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

9 月　７日（木）、10 月　5 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

9 月 1 日（金）　■場所／清水保健センター
一般健康相談・骨密度測定
9 月 6 日（水）　■場所／金屋文化保健センター
一般健康相談・こころの健康
運動教室「睡眠の質向上」
栄養講座「血糖値が心配」
10 月 4 日（水）　■場所／金屋文化保健センター
一般健康相談
運動教室「からだにいいことちょこっと始めましょう」
栄養講座「食事から骨太生活」

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

9 月 4 日（月）清水保健センター
9 月 7 日（木）金屋文化保健センター
9 月 21 日（木）金屋文化保健センター

10 月 2 日（月）清水保健センター
10 月 5 日（木）金屋文化保健センター
※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和5年（2023年）5月生まれ］
　9月 26日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和4年（2022年）10月生まれ］
　9月 5日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和4年（2022年）1月生まれ］
　9月 20日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和3年（2021年）6月生まれ］
　9月 27日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和2年（2020年）2月生まれ］
　9月 12日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和5年（2023年）7月）

加入者数 6,994 人

支払額 2 億 9,525 万円

1 人当たりの医療費
4 万 2,215 円

（前年同月 4 万 977 円）

令和 4 年度（2022 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 1,169 円／月

49 万 4,029 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

おとな こども
健康 応援 スケジュール

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00
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手
当
が
行
え
る
よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
て

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
9
月
10
日
（
日
）
に
は
、
金
屋
文

化
保
健
セ
ン
タ
ー
で
日
曜
救
急
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
講

習
会
の
受
講
や
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
／
有
田

川
町
消
防
本
部
☎
５
２
‐
５
９
５
０

宝
く
じ
の
助
成
金
で

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
を
更
新
し
ま
し
た

消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず
活

躍
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
を

日
々
守
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
消
防
団
装

備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
宝
く
じ
の
助
成

金
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
に
よ
り
、

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
を
更
新
し
ま
し
た
。

救
急
搬
送
件
数

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
1
月
～
6
月

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
上
半
期

（
1
月
～
6
月
）
の
救
急
出
動
件
数
は

6
4
4
件
、
搬
送
人
数
は
6
0
1
人
で
、

過
去
最
多
の
昨
年
の
同
時
期
と
比
較
し

て
、
ほ
ぼ
同
数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

救
急
搬
送
人
数
を
年
齢
別
に
比
較
す
る

と
、
高
齢
者
が
4
1
0
人
と
最
も
多
く
、

全
体
の
約
68
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
成
人

は
1
3
5
人
、
少
年
は
23
人
、
乳
幼
児

は
33
人
、
新
生
児
は
0
人
で
し
た
。

※
新
生
児
／
生
後
28
日
未
満

　

乳
幼
児
／
生
後
28
日
以
上
～
満
7
歳
未

満

　

少
年
／
満
7
歳
以
上
～
満
18
歳
未
満

　

成
人
／
満
18
歳
以
上
～
満
65
歳
未
満

　

高
齢
者
／
満
65
歳
以
上

救
急
の
日

厚
生
労
働
省
は
、
救
急
業
務
お
よ
び
救

急
医
療
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
9
月

9
日
を
「
救
急
の
日
」、
こ
の
日
を
含
む

1
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
毎
年
全
国
各
地
で
応
急
手
当
の

講
習
会
や
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

の
普
及
啓
発
、
救
急
医
療
関
係
者
へ
の
表

彰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

当
消
防
本
部
で
も
、
一
人
で
も
多
く
の

住
民
が
、
心
肺
蘇
生
や
止
血
な
ど
の
応
急

火
災　
…　
10
件

救
急　
…　
7
9
3
件

救
助　
…　
13
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

7
月
末
現
在
の
出
動
件
数

令
和
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
火
を
消
し
て　
不
安
を
消
し
て　
つ
な
ぐ
未
来
」

消
防
だ
よ
り

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」と
いう方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日 19 時～翌朝 9 時、土日祝 9 時～翌朝 9 時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

全体
601人

68%
高齢者

22%
成人

4%
少年

6%
乳幼児

搬送人数

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く

じ
の
収
益
を
財
源
と
し
て
行
う
社
会
貢
献

広
報
事
業
で
す
。
安
全
な
地
域
づ
く
り
と

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
文
化
へ
の
支

援
、
地
域
の
国
際
化
の
推
進
お
よ
び
活
力

の
あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

小
型
充
電
池
の
回
収
を
始
め
ま
し
た

有
田
川
町
で
は
、
小
型
充
電
池
の
回
収

を
始
め
ま
し
た
。
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
J
B
R
C
と
い
う
リ
サ
イ

ク
ル
団
体
の
会
員
企
業
が
製
造
し
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

●
回
収
で
き
る
も
の

・
ニ
カ
ド
電
池
（
電
動
工
具
・
ラ
ジ
コ
ン

カ
ー
・
モ
ー
タ
ー
な
ど
）

・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
）

・
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
（
乾
電
池
の
代
替

全
般
な
ど
）

※
こ
の
3
種
類
の
電
池
で
あ
っ
て
も
、
解

体
さ
れ
た
電
池
パ
ッ
ク
、
破
損
し
た

電
池
、
膨
張
や
水
濡
れ
し
た
電
池
、

ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
な
い
ラ
ミ

ネ
ー
ト
タ
イ
プ
の
電
池
な
ど
は
回
収
で

き
ま
せ
ん
。
会
員
企
業
に
つ
い
て
は

J
B
R
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
鉛
畜
電
池
、
リ
チ
ウ
ム
一
次
電
池
、
ボ

タ
ン
・
コ
イ
ン
電
池
な
ど
は
回
収
で
き

家庭から出る燃えるごみの収集量
令和 5 年（2023 年）6 月／約 292 トン

前月から約 30 トンの減少

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えない
ごみは環境センターで処理されており、その運営
費の一部を分担金として支払っています。分担金
はごみ搬入量と人口に基づいて計算されます。
生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、

ごみ減量によって環境にも町財政にもエコな暮ら
しを目指しましょう。

ま
せ
ん
。

※
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
、
ア
ル
カ
リ
乾
電
池

は
地
区
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

※
端
子
の
絶
縁
が
必
要
で
す
。
回
収
場
所

で
も
絶
縁
テ
ー
プ
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。

●
回
収
場
所
・
時
間

・
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
2
階
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
（
土
日
祝

を
除
く
）

・
有
田
川
町
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場

　

8
時
30
分
～
15
時
（
土
日
祝
を
除
く
）

※
12
時
～
13
時
は
休
業

一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬・処
分
業
者

事
業
系
一
般
廃
棄
物
を
出
し
た
い
と
き

や
、
掃
除
や
引
っ
越
し
の
た
め
に
多
量
の

ご
み
が
出
た
と
き
は
、
民
間
の
許
可
業
者

に
収
集
運
搬
や
処
分
を
依
頼
（
有
料
）
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
許
可
を
受
け
ず
に

一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
や
処
分
を
業
と

し
て
行
う
と
、
廃
棄
物
お
よ
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
処

罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
有
田
川
町
の
許

可
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事業所名 電話番号 住所
株式会社 古勝 ☎ 52-2002 天満 38 番地

株式会社 アメニティー岡本 ☎ 52-3537 徳田 180 番地 2

曽和 勇次 ☎ 20-1209 徳田 885 番地 1

株式会社 有田リサイクルサービス ☎ 52-6048 徳田 1693 番地 1

雄紀産業 中 紀雄 ☎ 32-4998 中井原 199 番地 9

内田 芳弘 ☎ 25-1332 清水 943 番地

株式会社 武内商店 ☎ 52-2123 明王寺 97 番地 11

株式会社 武内運輸 ☎ 52-3354 奥 302 番地 1

事業所名 電話番号 住所
株式会社 古勝 ☎ 52-2002 天満 38 番地

株式会社 有田リサイクルサービス ☎ 52-6048 徳田 1693 番地 1

株式会社 武内商店 ☎ 52-2123 明王寺 97 番地 11

●一般廃棄物処分業（ごみ）許可業者

●一般廃棄物処分収集運搬業（ごみ）許可業者
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問こども教育課（金屋庁舎）
防災学習開催

有田川町消防本部の方をゲストティーチャーにお招きし、防災学習を行いました。子どもたちは真剣な眼
差しで説明を聞き、さまざまな体験を通して防災意識を高めることができました。

石垣小学校
① 1・2 年生 着衣着火への対応／② 3・4 年生 けむり体験
③ 5・6 年生 救急救命講習／④ 3 年生以上 着衣水泳

小川小学校
① 1・2 年生 けむり体験／② 3・4 年生 着衣水泳
③ 5・6 年生 救急救命講習／④ 5・6 年生 消火体験

①

①

②

②

③

③

④

④

418広報ありだがわ　2023.9



原画展
アンマサコ 原画展

期間／ 9 月 1 日（金）～ 9 月 30 日（土）
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要

日時／ 9 月 12 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児

おはなし会
①日程／ 9 月 10 日（日）・17 日（日）・18 日（月・祝）

 　　　　　23 日（土・祝）・24 日（日）
時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 9 月 9 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

新着図書案内

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

全館臨時休館日 /9 月 7 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

ブックラザ
「お月見ちぎり絵でおつきさまを描こう」

　日時／ 9 月 28 日（木）10 時 30 分～約 60 分
場所／金屋図書館 
対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組　※申し込み不要

イベント

今月の移動図書館
9 月   5 日（火）	 小川小学校　12:45 ～ 13:10
9 月 7 日（木 )	 八幡小学校　13:00 ～ 13:45
9 月 14 日（木）	 安諦小学校　12:40 ～ 13:00
	 し み ず 園　15:30 ～ 16:00
9 月 15 日（金 )	 石垣小学校　12:30 ～ 13:00
9 月 20 日（水）	 小川小学校　12:45 ～ 13:10

■一般書
未明の砦　……………………………… 太田愛／著
化け者手本　……………………… 蝉谷めぐ実／著
青瓜不動　………………………… 宮部みゆき／著
現代誘惑論　………………………… 遠藤周作／著
霜月記　…………………………… 砂原浩太朗／著
鷹の惑い　…………………………… 堂場瞬一／著
プレデター　…………………… あさのあつこ／著

■児童書
おかえり、フク　…北川チハル／著　鈴木びんこ／絵
コグニのはじまり　…………… いとうひろし／著
あてっこどうぶつずかん　…… あべ弘士／作・絵
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有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
中
学

生
が
日
頃
の
生
活
を
通
し
て
感
じ
て
い
る

こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
る
と
と
も
に
、
中
学
生
に
対
す
る

町
民
の
理
解
や
認
識
を
深
め
、
青
少
年
健

全
育
成
活
動
の
一
助
と
し
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
町
内
4
中
学
校
か
ら
総
数

6
2
2
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
一
次
選

考
を
通
っ
た
23
作
品
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
の
作
品
は
、
日
本
語
、

言
葉
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
言
語
に
関
す
る
こ

と
、
祖
母
、
弟
、
友
達
な
ど
自
分
の
身
近

に
い
る
人
物
に
関
す
る
こ
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
平
和
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
関
す

る
こ
と
、
学
校
生
活
、
思
春
期
の
心
の
葛

藤
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て

い
ま
し
た
。
時
代
を
超
え
て
も
変
わ
ら
な

い
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
切
り
口

や
着
眼
点
に
は
、
そ
の
時
代
の
特
徴
が
よ

く
反
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
主
張
の
展
開
や
話
の
内
容

が
論
理
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
、
中

学
生
ら
し
い
み
ず
み
ず
し
く
鋭
い
感
性
が

感
じ
ら
れ
る
も
の
、
単
に
自
分
の
体
験
を

述
べ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
提
案
や
意
見
を

社
会
的
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
実
践
し

て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
も

の
9
作
品
を
選
出
し
、
8
月
20
日
（
日
）

に
有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
皆
さ
ま
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、

若
者
ら
し
い
広
い
視
野
と
柔
軟
な
発
想
、

創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
内
容
で
、
発
表
も
中

学
生
ら
し
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
も
の
で
し

た
。応
募
し
て
く
れ
た
中
学
生
の
皆
さ
ま
、

こ
れ
か
ら
も
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
他

者
を
思
い
や
る
心
と
大
人
に
な
っ
て
も
自

分
で
考
え
て
い
く
た
く
ま
し
さ
を
身
に
付

け
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
大
き
く
羽
ば
た

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

優
秀
作
品
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

講 

評

令
和
5
年
度 

有
田
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

「「
あ
た
り
前
」
が
で
き
る
幸
せ
」

石
垣
中
学
校
１
年

上
西 

彩
友

「
平
和
の
バ
ト
ン
を
、
日
本
か
ら
世
界
へ
」

吉
備
中
学
校
３
年

佐
々
木 

杏
奈

「
こ
れ
か
ら
の
マ
ス
ク
生
活
に
つ
い
て
」

金
屋
中
学
校
２
年

河
野 

志
音

「
命
の
大
切
さ
、
尊
さ
」

吉
備
中
学
校
１
年

中
尾 

未
来

「
た
っ
た
一
人
の
一
言
で
」

吉
備
中
学
校
２
年

塩
﨑 
梨
温

「
未
来
へ
残
せ
！
地
域
の
思
い
」

八
幡
中
学
校
２
年

白
藤 

絢
士

「
友
達
と
は
」

吉
備
中
学
校
１
年

中
上 

心
花

「
思
い
や
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
」

吉
備
中
学
校
３
年

松
坂 

美
奈

「
あ
な
た
の
名
前
は
何
で
す
か
？
」

吉
備
中
学
校
３
年

江
川 

好
香

最
優
秀
賞

優
秀
賞

入
賞

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
審
査
委
員
長

小
川
小
学
校
校
長
　
林
　
寿
和
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総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

人
は
そ
れ
ぞ
れ
容
姿
も
違
っ
て
性
格
も

異
な
り
ま
す
。
そ
の
上
、
考
え
方
も
多
種

多
様
で
時
に
は
論
争
に
な
る
こ
と
さ
え
あ

り
ま
す
。
自
己
主
張
が
先
立
っ
て
自
分
の

利
益
の
み
を
求
め
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ

れ
が
動
物
的
な
本
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
人
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
人
は
理
性
を
も
っ
て
、
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
行
動
し
ま
す
。
そ
れ
が
本

当
の
人
間
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が

他
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、
行
動
す
れ

ば
理
想
的
な
社
会
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
。あ

る
国
で
は
、領
土
を
欲
し
い
が
た
め
、

相
手
の
国
に
有
無
を
言
わ
さ
ず
侵
攻
し
て

戦
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
こ
の
痛
ま
し
い
出
来
事
を
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
大
き
な
人
権
被
害
で
す
。
こ
う
い
う

大
き
な
こ
と
に
な
る
と
理
性
も
何
も
無
く

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
人
の
権
利
を

無
視
し
た
行
動
で
多
く
の
人
々
が
嘆
き
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ず
た
だ
、
は
ら
は
ら
し
な
が
ら
映
像
を
見

る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
か
早
く

平
和
な
人
権
を
取
り
戻
し
た
国
に
復
帰
す

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
話
題
が
一
変
し
ま
す
が
、
先
日
の

人
権
映
画
会
「
さ
か
な
の
こ
」
は
魚
が
大

好
き
な
少
年
が
成
長
し
て
い
く
物
語
で
し

た
。
少
年
の
母
親
の
言
葉
に
、
私
は
共
感

し
ま
し
た
。
三
者
面
談
で
の
先
生
か
ら
の

「
も
っ
と
勉
強
し
な
い
と
進
学
で
き
ま
せ

ん
」
と
い
う
言
葉
に
、
母
親
が
「
こ
の
子

は
こ
れ
で
い
い
ん
ん
で
す
」
と
き
っ
ぱ
り

言
い
切
っ
た
の
で
す
。
常
に
魚
の
こ
と
ば

か
り
で
、
他
の
子
ど
も
と
は
少
し
違
う
こ

と
を
心
配
す
る
周
囲
の
中
で
、
母
親
だ
け

は
こ
の
少
年
を
認
め
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

心
の
広
い
お
母
さ
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

や
は
り
一
人
の
人
権
を
重
視
し
た
言
葉
で

し
た
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
当
然
で
す
。

ど
こ
で
ど
う
認
め
合
う
か
が
大
切
な
こ
と

で
す
。
人
権
こ
そ
私
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
け
る
第
一
歩
だ
と
感
じ
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川　

副
会
長　

白
藤 

勝
俊

十
人
十
色

9
月
21
日
は
国
連
が
定
め
た
平
和
の
記

念
日
で
す
。
全
て
の
国
、
全
て
の
人
々
に

と
っ
て
共
通
の
理
想
で
あ
る
国
際
平
和
を

記
念
、
推
進
し
て
い
く
日
と
し
て
、
す
べ

て
の
国
連
加
盟
国
、
国
連
機
関
、
地
域
組

織
や
N
G
O
、
そ
し
て
個
人
に
対
し
て
、

こ
の
日
を
適
切
な
方
法
で
祝
う
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

国
連
が
「
国
際
平
和
デ
ー
」
を
最
初
に

宣
言
し
た
の
は
昭
和
56
年
（
1
9
8
1

年
）
で
す
。「
国
際
平
和
デ
ー
」
は
毎
年

９
月
の
国
連
総
会
開
会
日
に
制
定
さ
れ
、

開
会
式
で
は
各
国
代
表
が
こ
の
日
を
記

念
し
て
1
分
間
の
黙も

く
と
う禱
を
行
う
こ
と
が

慣
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
14
年

（
2
0
0
2
年
）
か
ら
は
、
毎
年
９
月
21

日
を
「
国
際
平
和
デ
ー
」
に
定
め
、
世
界

の
停
戦
と
非
暴
力
の
日
と
し
て
、
全
て
の

国
と
人
々
に
、
こ
の
日
一
日
は
敵
対
行
為

を
停
止
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

国
際
平
和
デ
ー

6 月 25 日 ( 日 ) 人権映画会
「さかなのこ」会場の様子

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 9 月 21 日（木）13:00~16:00
●場所／城山出張所　出張所横会議室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

421 広報ありだがわ　2023.9



まちのデータ
（令和 5年（2023 年）7月末日現在）

人口 2万 5,485 人
男 1万 2,063 人
女 1万 3,422 人

1 万 711 世帯

交通事故発生件数
（7月中、物損含む）

有田川町 50 件
死者 0人　負傷 2人

有田湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

9
月
の
行
政
相
談

●
9
月
14
日
（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

移
動
県
民
相
談

●
日
時
／
9
月
20
日
（
水
）
10
時
～
12
時

●
場
所
／
海
南
保
健
所
（
海
南
市
大
野
中

9
3
9
）

●
内
容
／
弁
護
士
と
県
民
相
談
員
に
よ
る

法
律
相
談
、
行
政
相
談
、
そ
の
他
一
般

相
談

●
予
約
受
け
付
け

・
受
付
期
間
／
9
月
6
日
（
水
）
～

・
予
約
方
法
／
海
草
振
興
局
総
務
県

民
課
（
☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐

3
3
5
2
）
へ
電
話
予
約

・
定
員
／
6
人
（
先
着
順
）

問

和
歌
山
県
県
民
生
活
課
県
民
相
談
室　

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
3
5
6

｝

税 

金

◆
◆
◆

令
和
5
年
度
（
２
０
２
3
年
度
）

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
手
続
き
の
相
談
会
」

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
10
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
の
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
手
続

き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
9
月
27
日
（
水
）
10
時
～
11
時

●
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税

協
会 

3
階
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅

2
4
3
0
番
地
77
）

●
定
員
／
20
人
（
先
着
順
・
電
話
予
約
要
）

●
申
し
込
み
先
／
湯
浅
税
務
署 

法
人
課

税
部
門　

☎
６
３
‐
5
4
0
6
（
直

通
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
へ
の

登
録
の
要
否
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
個
別
相
談
の
ご
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
イ
ン
ボ
イ
ス
の
制
度
の
仕
組
み
か
ら
お

知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、
ま
ず
は
前

記
説
明
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先
／
湯
浅
税
務
署
・
個
人
課

税
部
門　

☎
６
３
‐
5
4
0
3（
直
通
）

問

湯
浅
税
務
署 
法
人
課
税
部
門
☎
６
３

‐
5
4
0
6
・
個
人
課
税
部
門
☎

６
３
‐
5
4
0
3

催 

し

◆
◆
◆

有
田
就
職
フ
ェ
ア

（
就
職
合
同
面
談
会
）
開
催

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
で
は
、
有
田
地

方
で
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た
め
に

「
有
田
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

有
田
郡
市
内
の
企
業
が
約
25
社
が
参
加
し

て
の
面
談
会
や
ハ
ロ
ワ
ー
ク
湯
浅
に
よ
る

就
職
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
求
職
者
お
よ

び
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
で
有
田
地
方
に

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
面
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
履
歴

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
10
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分

●
場
所
／
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
（
有
田
市
箕
島
27
）

問

紀
州
有
田
商
工
会
議
所　

☎
８
３
‐

4
7
7
7

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 － 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

「もしもの時」のために登録を
ありだがわ防災・行政ナビ
有田川町の情報をチェック！「ライフビ

ジョンアプリ」をインストールしてください。

iPhone
（iOS）

android

お知らせお知らせ

422広報ありだがわ　2023.9



子
育
て

◆
◆
◆

令
和
6
年
度
（
２
０
２
4
年
度
）

保
育
施
設
入
園

ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
書
の
受
け
付
け

・
期
間
／
10
月
10
日
（
火
）
～
10
月
16
日

（
月
）　

※
土
日
を
除
く

・
場
所
（
時
間
）
／
一
覧
表
記
載
の
各
保

育
施
設
（
開
園
時
間
内
）・
こ
ど
も
教

育
課
（
8
時
30
分
～
18
時
30
分
）

●
注
意

・
入
園
の
申
込
書
は
、
必
ず
入
園
予
定
児

童
1
人
ご
と
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
10
月
1
日
以
降
に
出
産
予
定
の
方

で
、
令
和
6
年
度
（
2
0
2
4
年
度
）

の
途
中
で
仕
事
に
復
帰
す
る
な
ど
、
年

度
途
中
か
ら
入
園
を
希
望
す
る
方
も
上

記
の
期
間
内
に
入
園
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
家
庭
状

況
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
面
談
を
し

て
、
入
園
判
定
を
行
い
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み（
配
布
・
受
け
付
け
）日
程
で
、

ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は

こ
ど
も
教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

●
令
和
6
年
度
（
2
0
2
4
年
度
）
保

育
施
設
入
園
申
込
書
の
配
布
・
受
け
付

け
／
有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）

4
月
か
ら
町
内
保
育
施
設
と
有
田
川
町

内
以
外
の
認
可
保
育
所
な
ど
へ
の
入
園

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）
4
月
1
日
時
点
で
有
田
川
町
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
、
平
成
30
年

（
2
0
1
8
年
）
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ま

※
有
田
川
町
内
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、

住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
村
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
配
布

・
期
間
／
9
月
1
日
（
金
）
～

※
土
日
祝
を
除
く

・
場
所
／
一
覧
表
記
載
の
各
保
育
施
設
・

吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

町
立
保
育
所
が

「
認
定
こ
ど
も
園
」
に

令
和
6
年
度（
2
0
2
4
年
度
）よ
り
、

町
立
保
育
所
が
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
な

り
ま
す
。
内
容
に
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
1
号
認
定
の
児
童
も
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
認
定
こ
ど
も
園
／
保
育
所
と
幼
稚
園
の

機
能
を
持
っ
て
お
り
、
教
育
と
保
育
を

一
体
的
に
行
う
施
設

●
認
定
／
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
所
）
な
ど

を
利
用
す
る
た
め
に
、
認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
児
童
の
年
齢
や
保
育
の

必
要
の
有
無
で
認
定
が
変
わ
り
ま
す
。

●
認
定
の
種
類

・
1
号
認
定
／
3
～
5
歳
児
で
保
育
の
必

要
性
が
な
い
児
童
。
保
育
施
設
を
利
用

で
き
る
時
間
は
9
時
～
15
時

・
2
号
認
定
／
3
～
5
歳
児
で
保
育
の
必

要
性
が
あ
る
児
童

・
3
号
認
定
／
6
カ
月
～
2
歳
児
で
保
育

の
必
要
性
が
あ
る
児
童

※
年
齢
は
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）

4
月
1
日
時
点

●
保
育
の
必
要
性
／
両
親
な
ど
が
家
庭
内

外
労
働
・
妊
娠
出
産
・
疾
病
・
介
護
・

災
害
復
旧
・
求
職
・
就
学
な
ど
の
事
情

に
あ
り
、
家
庭
で
児
童
の
保
育
が
で
き

ず
、
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
所
）
な
ど

で
保
育
が
必
要
な
場
合
を
い
い
ま
す
。

問

こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

町内保育施設
保育所名 運営 対象年齢 開所時間 所在地 電話番号

藤並保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 土生 42-1 52-5369
きび森の保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 庄 814-1 22-3580
コスモス保育園 私立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 徳田 1080-3 52-3011
金屋第一保育所 公立 １歳児～５歳児 7:30 ～ 19:00 中井原 171 32-3784
金屋第二保育所 公立 ６カ月児～５歳児 8:00 ～ 17:30 小川 811-1 32-5055
金屋第三保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 吉原 805-1 32-2682

清水保育所 公立 １歳児～５歳児 8:00 ～ 17:30 清水 1675 25-0074

※金屋第一保育所・清水保育所については、離乳食の対応ができません。

対象となる児童の生年月日

５歳児 平成 30 年４月２日～ 
　　平成 31 年４月１日

４歳児 平成 31 年４月２日～ 
　　令和 2 年４月１日

３歳児 令和 2 年４月２日～ 
　　令和 3 年４月１日

２歳児 令和 3 年４月２日～ 
　　令和 4 年４月１日

１歳児 令和 4 年４月２日～ 
　　令和 5 年４月１日

０歳児 令和 5 年４月２日～

広報ありだがわが
アプリで読める！

広報ありだがわと町議
会広報かわら版をアプリ

「マチイロ」でご覧いただ
けます。利用料は無料です。

発行日にはプッシュ通
知でお知らせします。

お知らせお知らせ

423 広報ありだがわ　2023.9



募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
14
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
9
月
17

日
（
日
）
～
20
日
（
水
）【
身
体
検
査
・

面
接
】
9
月
23
日
（
土
・
祝
）
ま
た
は

24
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
（
23
日
）
田
辺
市
民
総
合

セ
ン
タ
ー
（
田
辺
市
）（
24
日
）
和
歌

山
県
民
文
化
会
館
（
和
歌
山
市
）

●
第
3
回 

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
11
月
30
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
12
月
9
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
海
上
・
航
空
自
衛
隊 

航
空
学
生

・
資
格

◦
海
上
自
衛
隊
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

◦
航
空
自
衛
隊
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
7
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
9
月
18
日
（
月
・
祝
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
18
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
28
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
J
A
ビ
ル（
和

歌
山
市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校 

医
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
11
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
21
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
大
学（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校 

看
護
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
4
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
14
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
J
A
ビ
ル（
和

歌
山
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

案 

内

◆
◆
◆

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
2
弾

申
込
期
限
9
月
末
ま
で

●
対
象
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

2
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
た
方

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
第
2
弾
）
の
申

込
期
限
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

9
月
末
ま
で

●
注
意
／
一
部
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
は
9
月

末
よ
り
も
早
く
申
し
込
み
を
締
め
切
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
有
田

川
町
で
は
、
9
月
末
よ
り
も
早
く
申
し
込

み
を
締
め
切
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

が
多
い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
後
、
申
込
期
限
で
あ
る
9
月
末
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
や
ポ

イ
ン
ト
申
し
込
み
の
支
援
を
受
け
る
た
め

に
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
特
に
申
込
期
限
（
9
月
末
）
間

際
に
は
、
既
に
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
9
月
末

よ
り
も
早
く
申
し
込
み
を
終
了
し
て
い
る

場
合
や
カ
ー
ド
交
付
セ
ン
タ
ー
や
ポ
イ
ン

ト
申
し
込
み
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
が
集
中

し
て
接
続
で
き
な
い
な
ど
、
手
続
き
が
で

き
な
い
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
お
早
め
の
手

続
き
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

企
画
調
整
課
（
吉
備
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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申
請
は
お
済
み
で
す
か

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
給
付
金

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰

に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ

の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
）
に
対
し
て
、
1
世
帯
あ

た
り
3
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
／
基
準
日
（
令
和

5
年
（
2
0
2
3
年
）
6
月
1
日
に
お

い
て
、
有
田
川
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
世
帯
全
員
の
令
和
5
年

度
（
2
0
2
3
年
度
）
の
住
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯
（
基
準
日
以
降
、
申
請

日
ま
で
の
間
に
世
帯
全
員
が
死
亡
し
た
場

合
、
ま
た
は
有
田
川
町
か
ら
転
出
し
た
世

帯
は
除
く
）

※
7
月
20
日
（
木
）
に
支
給
対
象
と
思
わ

れ
る
世
帯
主
の
方
に
確
認
書
を
発
送
し

て
い
ま
す
。

※
住
民
票
の
住
所
と
居
住
地
が
違
う
場

合
な
ど
で
、
確
認
書
が
届
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
提
出
期
限
が
過
ぎ
る
と

給
付
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
修
正
申
告
な
ど
に
よ
り
、
世
帯
全
員
の

令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）
分

の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
と
な
っ
た

場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま
す
。
世
帯
主

か
ら
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯
／
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
該
当
し
な
い
世
帯
の
う
ち
、
予
期
せ
ず

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
1
月
～
8

月
の
家
計
が
急
変
し
、
同
一
世
帯
に
属
す

る
全
員
が
令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年

度
）
分
の
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

※
世
帯
主
か
ら
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

①
②
の
い
ず
れ
も
世
帯
の
全
員
が
住
民

税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養

親
族
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
支
給
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
支
給
金
額
／
1
世
帯
あ
た
り
3
万
円

●
提
出
期
限
／
9
月
29
日
（
金
）

問

有
田
川
町
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
金
屋
庁
舎
・
1
階
応
接
室
）

☎
0
1
2
0
‐
5
5
5
‐
6
8
8

（
9
時
～
18
時
／
土
日
祝
を
除
く
）

続けてみよう！

手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

手話でしりとり！「ク○○」

右手の人差し指を曲げ
て、頭の上に掲げる。

先月号の答えは
「６」でした！今月の答えは次号で発表！

ヒント
問題をだして、相手に答えさせる遊び。
また、その問題。

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相
手などによって異なるため、ここで紹介してい
る手話と違う表現を使うことがあります。

お知らせお知らせ
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令
和
5
年 

（
２
０
２
３
年
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
10
月
1
日
現
在
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
日
本
に
お
け

る
住
宅
な
ど
の
建
物
に
関
す
る
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
生
活
関
連

諸
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
統
計
法
（
国
の
統
計
に
関
す
る

基
本
的
な
法
律
）
に
基
づ
き
実
施
す
る
国

の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
９
月

下
旬
に
調
査
員
が
訪
問
し
調
査
書
類
を
お

配
り
し
ま
す
。
よ
り
便
利
に
ご
回
答
い
た

だ
く
た
め
、
郵
送
で
の
回
答
や
、
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
簡
単
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

み
ど
り
の
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
内
各
ご
家
庭
や
職
場
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
「
み
ど
り
の
募
金
」
の
合
計
額
は

86
万
9
8
0
6
円
で
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た
募
金

は
、（
公
財
）
和
歌
山
県
緑
化
推
進
会
へ

送
金
し
、
地
域
や
学
校
な
ど
の
緑
化
活
動

な
ど
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

問

林
務
課
（
金
屋
庁
舎
）

9
月
1
日
～
10
日
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
週
間

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
は
、
無
秩
序

に
設
置
さ
れ
て
し
ま
う
と
街
の
景
観
を
損

ね
、
雨
風
に
よ
り
劣
化
す
る
と
、
落
下
や

倒
壊
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
有

田
川
町
で
は
、
和
歌
山
県
屋
外
公
告
物
条

例
に
よ
り
、
景
観
保
全
と
事
故
防
止
の
た

め
に
屋
外
広
告
物
の
設
置
許
可
、
管
理
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。
条
例
に
沿
っ
た
適

正
な
設
置
、
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

な
ど
の
購
入
補
助

鳥
獣
害
対
策
の
た
め
の
資
材
費
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
例

え
ば
、
電
気
柵
の
本
体
機
械
だ
け
の
買
い

替
え
も
可
能
で
す
。

●
補
助
率
／
購
入
資
材
費
の
約
半
分

●
補
助
上
限
／
5
万
円

●
申
請
方
法
／
見
積
書
を
持
っ
て
、
産
業

課
ま
た
は
産
業
振
興
室
に
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
／
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、

受
け
付
け
終
了
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
前
に
購
入
し
た
資
材
は
補
助
対
象

外
で
す
。そ
の
他
の
条
件
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

産
業
課
（
金
屋
庁
舎
）

「第 24 回 モンテ・オウ・コスモス」開催！
　モンテ・オウ・コスモスとは標高差約 500 ｍ、約 10㎞のコースを一気に駆け上がるマラソン大会です。ラン
ナーはたわわに実ったみかんに囲まれた道を爽快な風に吹かれて走ります。眼下には紀伊水道の青い海が広が
り、疲れも吹き飛ぶ絶景です。詳細は町ホームページでご確認ください。

●日時／ 10 月 15 日（日）9：30 ～ スタート
●場所／きび東グラウンド～鷲ヶ峰コスモスパーク

問 モンテ・オウ・コスモス大会実行委員会事務局（金屋庁舎社会教育課内）

お知らせお知らせ
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月 火 水 木 金 土 日
1
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□健康フェア
（清水保健センター）

　【住民福祉室】

2 3

4 5
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）　
【健康推進課】

6
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

8
□健康相談

（清水保健センター）
　【健康推進課】

9
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

□明恵上人生誕
850 年記念講座
第 1 回目

（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

10
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

11 12
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□おひざでだっこ
のおはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

13 14
□行政相談所

（きび保健福祉センター )
【総務課】

15
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

16 17
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

18 敬老の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

19 20
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

21
□人権特設相談所

（城山出張所）
　【総務政策室】

22 23 秋分の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

24
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

25
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

26
□集団健診

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□４カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

27
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

28 29 30
□明恵上人生誕

850 年記念講座
第 2 回目

（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

10/1

2 3 4 5
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

9月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□第 2 期固定資産税納期限【税務課】
□第 2 期町県民税納期限【税務課】
□第 3 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 3 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 3 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】
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田
殿
丹
生
神
社
が
鎮
座
す
る
背
後
の
山
は
、
白
山
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
白
山
は
、
古
代
か
ら
神
が
降
臨
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
原
始
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
は
長
ら
く
聖
地
と
し
て

崇
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
白
山
の
東
側
の
谷
は
、
神
谷
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
か
つ
て
こ
の
場
所
に
は
神か
み
た
に
さ
ん
さ
い
し
ょ
う
じ

谷
山
最
勝
寺
と
い
う
大
き
な

寺
院
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
史
料
に
よ
る
と
、
最
勝
寺
は
鳥
羽
院
の
時
代

（
1
1
2
9
～
1
1
5
6
年
）
に
天
野
（
か
つ
ら
ぎ
町
）
で
学

ん
だ
真
言
僧
の
玄げ
ん
ぞ
う蔵

が
、
七し
ち
ど
う
が
ら
ん

堂
伽
藍
を
建
て
た
こ
と
に
始
ま
る
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
勝
寺
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
場
所
か

ら
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
ご
ろ
に
か
け
て
の
瓦
な
ど

が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
録
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
最
勝
寺

は
、
有
田
川
下
流
域
に
お
け
る
聖
地
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
場

所
に
高
野
山
が
真
言
宗
の
拠
点
寺
院
と
し
て
築
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

明
恵
上
人
は
、
最
勝
寺
に
数
度
滞
在
し
て
い
ま
す
。
上
人
は
、

最
勝
寺
が
世
俗
か
ら
離
れ
、
聖
教
が
備
え
ら
れ
た
修
行
と
学
問
に

適
し
た
魅
力
的
な
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、

当
時
の
記
録
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

神か
み
た
に
こ
う
ほ
う

谷
後
峰
遺
跡
（
船
坂
地
区
）

明
恵
上
人
は
、元
久
元
年（
1
2
0
4
年
）に
も
神
谷
に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
は
修
学
の
た
め
で
は
な
く
、
事
情
が
異

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。師
の
文
覚
が
対
馬
へ
島
流
し
と
な
り
、

明
恵
上
人
の
祖
父
で
あ
っ
た
湯
浅
宗
重
以
来
、
文
覚
を
支
え
て

い
た
湯
浅
一
族
に
も
飛
び
火
し
、
有
田
郡
内
の
多
く
の
地
頭
職

（
荘
園
の
現
地
支
配
を
す
る
職
）
を
失
う
と
い
う
状
況
に
陥
り

ま
し
た
。
上
人
は
、
そ
の
混
乱
を
回
復
す
る
た
め
に
、
糸
野
か

ら
最
勝
寺
の
裏
山
に
草そ
う
あ
ん庵
を
建
て
て
移
り
、
華
厳
経
の
転
読
を

始
め
、
大だ
い
ぶ
っ
ち
ょ
う
ほ
う

仏
頂
法
（
息
災
を
祈
る
法
）
な
ど
の
加
持
祈
祷
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
明
恵
上
人
が
最
勝
寺
に
滞
在
し
て
い
た
頃
、
有
田
郡

に
大
旱か
ん
ば
つ魃
が
襲
い
、
上
人
は
2
枚
の
龍
の
図
を
描
き
、
1
枚
を

海
に
入
れ
、
1
枚
を
掲
げ
て
雨
乞
い
の
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。

3
日
目
に
は
最
勝
寺
の
上
に
雲
が
現
れ
て
大
雨
が
降
り
注
ぎ
、

人
々
は
上
人
を
た
た
え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
あ
る
僧
は
最
勝
寺

か
ら
2
匹
の
龍
が
天
に
昇
り
、
1
匹
は
雨
を
降
ら
し
、
も
う
1

匹
が
洪
水
を
止
め
る
夢
を
見

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
明

恵
上
人
が
湯
浅
一
族
の
た

め
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
場
所

は
、
白
山
の
西
側
の
船
坂
に

あ
り
、
石
造
の
卒そ

と

ば
塔
婆
が
建

て
ら
れ
て
、
神
谷
後
峰
遺
跡

と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の

130

●
E-m

ail　
b.kikakuzaisei@

tow
n.aridagaw

a.lg.jp
●

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

URL　
https://w

w
w.tow

n.aridagaw
a.lg.jp

●
〒６４３‐００２１ 和

歌
山

県
有

田
郡

有
田

川
町

下
津

野
2018 -4

●
有

田
川

町
役

場
企

画
調

整
課

　
TEL 0737‐

52‐
2111（

代
）

広
報

あ
り

だ
が

わ
  2023.9 vol.213


